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テイジン・アラミドＢ.Ｖ.

帝人グループでアラミド繊維事業を展開するテイジン・アラミドＢ.Ｖ.（オランダ・

アーネム市）は、2008 年 10 月以降、エメン工場（オランダ・エメン市）にあるパラ

系アラミド繊維「トワロン」の製糸ラインを一部休止していましたが、このたび、2010 年

度第 3 四半期（10-12 月）を目処にすべての生産ラインを再稼働させることとしました。

軽量で、強度、耐熱性、耐薬品性、耐衝撃性を備えた「トワロン」は、タイヤコードや

ゴム補強材、ブレーキパッドなどの自動車用途をはじめ、光ファイバーケーブルの補強材、

防護衣料、産業用のロープやケーブル、コンポジット材料、使用規制が広がるアスベスト

代替などに幅広く使用されています。その需要の拡大からテイジン・アラミドは、2003 年、

2004年、2006年と「トワロン」の生産能力増強を行い、2008年 7月には新しい製糸ライン

を稼働させましたが、その後、世界経済危機の影響から在庫調整が続き、一部の生産

ラインを休止していました。

アラミド繊維市場は、2009 年後半から自動車用途を中心に急速な回復を見せており、

さらに防弾用途や、光ファイバーケーブルの補強材としての需要も増加しています。

こうしたことを背景として、テイジン・アラミドでは 2010 年度以降も市場は引き続き

堅調に成長していくものと予測し、このたび、すべての生産ラインを稼働させることを

決定しました。

「軽量」「省エネ」「安全」「メンテナンスフリー」という市場ニーズを背景に、パラ系

アラミド繊維は今後も年間 7～8％の成長が見込まれています。帝人グループは、アラミド

繊維事業における革新的な用途開発を今後も積極的に進め、さらなる事業拡大を図って

いきます。
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